
  

福島県会津農林事務所要覧 

福島県会津農林事務所 

令和７年３月 

肉用牛 肉用牛 

奥会津金山

赤カボチャ 
奥会津金山

赤カボチャ 
会津地鶏 会津地鶏 

かすみそう かすみそう 

コメ コメ 

カキ カキ 

キュウリ キュウリ 

クリ クリ 

カキ カキ 

新宮川ダム 新宮川ダム 

かすみそう かすみそう 

オタネニンジン オタネニンジン 

トルコギキョウ トルコギキョウ 

ソバ ソバ 

コメ コメ 
トマト トマト 

トマト トマト 

コメ コメ 

ほうれん草 ほうれん草 シイタケ シイタケ 

 山菜(ワラビ) 

シイタケ シイタケ 

シイタケ シイタケ 

シイタケ シイタケ 

キュウリ キュウリ 
アスパラガス アスパラガス 

キュウリ キュウリ 
ソバ ソバ 

高校生林業体験 会津野菜館 アスパラガス ミニトマトの選果 

新宮川ダム ドローンの活用(水稲) ほ場の大区画化 昭和かすみ草の収穫 



 

地域の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          四季折々の豊かな自然、歴史と伝統によって培われた会津地 

        方では、良質米の産地として知られる水稲を始め、アスパラガ 

        ス、きゅうり、トマト、宿根かすみそうなどの園芸、会津牛や 

        会津地鶏の畜産など、多彩な品目による農業が営まれています。     

        豊富な森林資源にも恵まれ、山菜やきのこに加え、桐や漆など 

        を利用した伝統工芸品なども生産されています。 

 これらの生産を支える担い手の育成と匠の技の継承ならびに生産基盤の整備、競
争力のある産地づくり、地域資源を活かした農山村の形成により会津地方の農林水
産業の振興を目指します。 

○構成： 13市町村（2市 8町 3村） 

○人口： 222,124人（R5.4.1現在推計人口、本県人口 1,773,723人の 13％） 

○面積： 3,079㎢（県土面積 13,782㎢の 22％） 

○耕地： 30,157ha(県全体の 23%） 

○森林： 229,001ha (県全体の 24%） 

○位置：県の西北部にあり、北は飯豊連峰、東は磐梯山や吾妻・安達太良連峰、西は越後

山脈等に囲まれ、中央に大きな会津盆地が広がっており、地形的条件から会津若松

市、喜多方市を含む平坦地域、磐梯山・猪苗代湖周辺に広がる高原地域及び只見川

流域・耶麻郡北部の山間地域の３地域に大別されます。 

○交通：東西に磐越自動車道、国道 49号、ＪＲ磐越西線が走り、南北に国道 121号、国道

252号、ＪＲ只見線、会津鉄道が走っています。 

○気象：典型的な内陸型気候で四季の変化に富んでおり、冬は寒さが厳しく、管内の全市

町村が豪雪地帯または特別豪雪地帯です。 



 

  会津農林事務所管内の農林業の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
基幹的農業従事者数 

（令和２年） 

 

基幹的農業従事者数は、10,434人で県全

体の 20％を占めていますが、平成 27年

と比較して約３千人減少しています。 

※「農林業センサス 2020」 

耕地面積 
（令和５年） 

耕地面積の82％に当たる24,952haが水

田であり、県内でも有数の米どころです。 

※農林水産省作物統計調査 

令和 5年産市町村別データ 

県全体 

134,500 ha 

会津 

30,517ha 

会津全体 

30,517ha 

畑 
5,205ha 

田 
24,952ha 

水田の整備状況 
（令和４年度） 

水田の整備済面積は 23,737ha で、管内

の水田面積の 98％となっており、県平均

の整備率を 23％上回っています。 

※福島県のほ場整備率（R4） 

県全体 

75％ 

未整備面積

23,957ha 

整備面積 
71,233ha 

会津 

98％ 

整備面積 
23,737ha 

未整備面積 
603ha 

新規就農者（令和５年度）   認定農業者（令和４年度） 

新規就農者・認定農業者 

認定農業者は高齢化等により減少傾向で

すが、近年、新規就農者は増加傾向にあ

り、令和 2年度と比較して約 6割増加し

ています。 

※県調べ 

県全体 
6,959 経営体 

会津 
1,678 経営体 

県全体 
367 人 

会津 
56 人 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

喜多方市雄国山麓から望む会津盆地 

 
森林面積（保有形態別） 

（令和４年） 

森林面積は 229,001haで、県全体の

24％となっています。保有形態別では、

国有林が 39％、民有林が 61％を占めて

います。 

※福島県森林・林業統計書（令和４年度） 

県全体 

973,420ha 

会津 
229,001ha 

会津 

229,001ha 
私有 

113,320ha 

公有 
24,177ha 

農林地整備 
センター 

2,368ha 

国有 
89,135ha 

 
農業産出額 
（令和４年） 

農業産出額は 372億円で、そのうち米が

約 205 億円と 55％を占め、そのほか野

菜や果樹が生産されています。 

※令和 4年 市町村別農業産出額（推計） 

（農林業センサス結果等を活用した市町村別農

業産出額の推計結果） 

その他 52 億円 

花き 
82 億円 

米 
589 億円 

野菜 
460 億円 

果実 
300 億円 

畜産 
487 億円 

米 
205 億円 野菜 

87 億円 

果実 
23 億円 

畜産 
27 億円 

その他 30 億円 



 

 

 

福島県では令和 3年 12月、「「もうかる」「誇れる」共に創るふくしまの農林水産業と農山漁村」

を基本目標に掲げ、「福島県農林水産業振興計画」を策定しました。会津農林事務所では当計画に

基づき、「「会津の誇り」豊かな自然と匠の技できらめく会津農林水産業」を目指して、3つの柱を

重点に各種施策を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会津地方における福島県農林水産業振興計画に基づく取組 
～「会津の誇り」豊かな自然と匠の技できらめく会津の農林水産業～ 

新規就農者等研修会 

高校生の農林業体験 

ほ場整備による大区画化 

森林整備 

［振興方向］ 

  農林業の新規就業者を重点的に支援するとともに、農地や林道などの生産基盤整備を進

め、担い手の確保・育成と生産基盤の強化を図る。 

 具体的な取組 
(１)多様な担い手の確保・育成 

ア 新規就農者確保と研修受入機関の拡充  
イ 雇用就農者受入先となる法人経営体の設立支援 
ウ 農業高校と連携した次世代の人材へ向けた PR 
エ 林業アカデミーと連携した人材の育成 
オ 地域計画策定支援 
 

 【令和５年度実績】 

新規就農者数 56人 

農業法人数 193法人 

森林環境学習の実施 管内 13市町村 92校 

地域計画策定数 5 

 
(２)生産基盤の確保・整備 

ア 農地中間管理機構関連ほ場整備の促進（会津美里町
梁田地区、会津若松市高野地区） 

イ 農業用水の安定供給に向けた農業水利施設の整備・
更新 

ウ 森林整備及び林内路網整備の推進 

エ 共同利用機械施設の整備 
オ 大規模稲作経営体への農地利用集積による低コスト
化の推進 

 
【令和５年度実績】 

農地整備事業 
2地区

(89.2ha) 

森林整備面積 697ha 

林内路網整備延長 30㎞増 

 

１ 地域をリードする担い手の確保・育成と生産基盤の強化   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

  

  

  

    
量販店での会津フェア 

会津身不知柿の輸出 

アスパラガス 
新規生産者への重点指導 

稲作経営体での 
ドローン活用 

２ 収益性が高く競争力のある産地づくり 

［振興方向］ 

 マーケットインの考え方に基づき、需要に応じた米生産を進めるとともに、園芸品目など
高収益作物の導入やスマート農林業の導入等による経営の安定を図り、収益性が高く競争力
のある産地づくりを推進する。  

  具体的な取組 

 

(１)需要を創出する流通・販売戦略の実践 

ア 地域産業６次化の推進と県産農林水産物等の販路拡 

大支援 

イ 米や会津身不知柿などの輸出促進 

ウ GAP認証取得と GAPの消費者理解促進 

エ 山菜・きのこのモニタリング検査と出荷制限解除の 

支援 

 
 【令和５年度実績】 

米の輸出 14.9ｔ 

GAP等取得件数 117件 

山菜・きのこﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ検体数 283検体 

ならではプランの策定 会津ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ 

 

(２)戦略的な生産活動の展開 

ア 県オリジナル品種による水稲競争力強化  

イ 消費ニーズに対応した有機農産物の生産拡大 

ウ 主要園芸品目（きゅうり､アスパラガス､トマト･ミニ 

トマト､宿根かすみ草）の販売額の増加 

エ 大規模稲作経営体へのドローン等省力化技術の導入 

オ ほ場整備地区への省力的な水管理システムの導入 

カ 施設園芸の ICT導入による安定生産の推進 
 
【令和５年度実績】 

有機 JAS認証栽培面積 112.5ha 

園芸主要 4品目販売額 30.8億円 

スマート農業等の導入経営体数 

(大規模稲作･園芸･畜産経営体) 

(うちドローン所有経営体数) 

142経営体 

(53経営体) 

 

GAP 研修会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

  

鳥獣被害対策活動 

地域特産作物のブランド化 

住民参加による景観形成活動 

治山工事 

 ３ 資源を守りいかす、活力ある農山村の形成 

［振興方向］ 

 自然災害や鳥獣被害に強い地域づくりと資源の有効利用や循環利用を促進するとともに、

森林や農村が持つ多面的機能の発揮に向けた活動を支援し、活力ある農山村を形成する。  

  具体的な取組 

(１)活力と魅力ある農山漁村の創生 

ア 地域ぐるみの鳥獣被害対策の推進 

イ 雪室を活用した昭和かすみ草の出荷調整 

ウ 地域特産作物（おたねにんじん、エゴマ、赤カボチャ

等）による中山間地域等の振興 

エ 防災ダム及びため池の防災機能強化 

  （ため池廃止 会津若松市桂沢第２地区、喜多方市池

ノ原地区、柳津町持寄地区） 

オ 多面的機能支払いの組織力強化 

カ 治山施設整備の推進 

  （喜多方市馬坂地区、南沢地区、洲合舘地区） 

キ 会津産木材の多様な利活用推進 

ク 棚田を活用した地域振興活動の推進 

 

 

【令和５年度実績】 

鳥獣被害対策モデル集落 4地区 

昭和かすみ草販売額 6.4億円 

防災ダム工事 1地区 

ため池改修工事 2地区 

多面的機能支払事業 

農地維持支払 

資源向上支払 

 

20,476ha 

17,426ha 

県営治山事業 6地区 

公共施設の木造･木質化 6市町村 10件 

 

公共施設の木造・木質化 
(猪苗代町) 



 

総務部・企画部 
農業振興普及部・農村整備部 

森林林業部 
喜多方農業普及所 

会津坂下農業普及所 

〒965-8501 会津若松市追手町 7-5 
      （会津若松合同庁舎） 

TEL（企画部）0242-29-5369 
〒969-6506 河沼郡会津坂下町      

        大字見明字南原 881 
TEL 0242-83-2116 


